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屋根・建物からの墜落紡止のための検討委員会報告書について

建設業における労働災害防止につきましては、平素から格段の御理解、御協

力をいただし、ており御礼申し上げます。

さて、震根等からの墜落妨iと対策について、公益社司法人日本保安用品協会

及び独立行政法人労働安全衛生総合研究所が巡携して標記検討委員会を設置し、

設備的な墜落紡止時置を講ずることが困難な屋根等の上での作業における簡便

かっ有効な墜溶防止工法と関連器具について検討を行い、その報告書「補修工

事等における屋根・建物からの墜落防止工法及び関連器具についてj を取りま

とめ、今般、5l1J添のとおり周知依頼があったところです。

つきましては、あらゆる機会を活用して貴下会員他関係者に同報告書の内容

を周知くださいますよう特設の御配胤をお願いいたします。



(要請先団体等)

社団法人日本建設業連合会

社団法人全国建設業協会

社団法人中小建築工事業団体連合会

社団法人住宅生産自体連合会

社団法人建設産業専門団体連合会

一般社団法人住宅リフォーム推進協議会

一般社団法人太陽光発電協会

一般社団法人全国太陽光発電推進協議会

社団法人ソーラーシステム振興協会

全国建設労働組合総連合

建設業労働災害防止協会

〈



厚生労働省労働基準局安全衛生部

安全課長 殿

事務連絡

平成24年3月28日

公益社団法人日本保安用品協会 ，'¥ ii、

手17*"L 

専務理事小野宏道総廷U
Z虫立行政法人労働安全衛生総合研究所1 竺

理事高橋哲岳民;)

康被・建物からの墜落防止のための検討委員会報告書について

平素より、公益社@j法人日本保安用品協会及び独立行政法人労働安全衛生総

合研究所の活動に御高配を賜り御礼申し上げます。

さて、昨年発生した東日本大震災では広範囲にわたり多くの建物が被害を受

け、今笹も長期にわたり建物の解体や改修工事が継続されることが予想されま

すが、これらの工事の実施に際しては高所作業における墜落等のリスクが高い

ことから、作業の状況に応じた合理的な安全対策を講ずることが必要になって

いますe

このようなことから、当協会及び当研究所では、連携して昨年11月に標記

検討会を設置し 設備的な墜落防止措援を講ずることが閤難な震根等の上での

作業における簡便かつ有効な皇室搭防止工法と関連器具について検討を行い、こ

の度、別添のとおり報告書「補修工事等における屋根 建物からの墜落訪止工

法及び隠速器具についてj を限りまとめました。

当協会及び当研究所では、今後、この報告書の内容の周知啓発を行うことに

より、墜落災害の防止に資することにしたいと考えておりますが、行政におか

れても周知に櫛協力を賜りますようよろしくお隠し、申し上げますロ
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1 .はじめに

昨年(平成23年)発生した東日本大震災では、未曽有の地震や津波により、広範囲にわたり多くの建物

が被害を受けた。既にこれらの建物の解体や改修工事が始まっているところであるが、今後も長期にわた

って同工事が総統されることが予想される。これらの工事においては屋根等の高所において比較的短期間

で終了する補修作業などが行われ、その作業中において、墜落防止措置がなかったために墜落して被災す

る災害が多く発生しているところである。本来ならば、足場を建物まわりに設け、屋根のまわりに手すり

等を確保してから作業を行うことが望ましいが、既設建築物の屋根上等の高所においては、足場などの設

備的な墜落防止措置を講ずることが国難な場合が多く、また、設備的な墜海防止措置を講ずる際の墜落・

転落等のリスクをも考慮した場合、作業全体でのリスクを低減することにも留意した合理的な安全対策を

講ずることが必要であると考えられる。

このような状況にかんがみ、これらの高所作業における墜落等の労働災害の撲滅を目的として、作業の

実態に即した墜落防止器具について検討するため、公益社団法人日本保安用品協会と独立行政法人労働

安全衛生総合研究所(以下「安衛研j という。)が連携の上、日本保安用品協会内の「日本安全帯研究会j

を中心として「屋根・建物からの墜落防止のための検討委員会」を設置した。

今回の震災に伴う建物等の解体や改修は、今までに経験したことがないような工事量が広範囲において

発生することが想定される。加えて、被害を受けた建築物等の復旧は緊急性を伴うこと等から、安全性の

高い墜落防止器具等が早急に提供されることが望まれている。そこで本委員会では、緊急性と安全性の両

立を念頭に、既存製品を組み合わせることにより、設備的な墜務防止措置を講ずることが困難な屋根等の

上での作業においても、簡便かっ有効な墜落防止工法と関連器具を提案することとした。

なお、本提案は、屋根等の勾配が緩く労働安全衛生規則第518条及び519条に規定する「作業床Jとみ

なせる場合において、屋根・建物の解体や改修工事や除染作業、ソーラーパネルの設置作業等、短期間で

終了し屋根の先に手すりや足場を設置するより安全面において合理的であると考えられる場合に適用で

きるものである。 屋根勾配が 6/10以上である場合等、屋根面を作業床としてみなすには不適切な場合

には、屋根用足場等の設置を推奨するものである(平成 18年2月 10日付け基発第0210001号[r足場先

行工法に関するガイドラインj の改正について]参照)。

震災復旧・復興工事に伴う屋根等の改修工事に限らず、除染作業やソーラーパネルの設置作業などの場

合において、事業者が使用上の留意点を踏まえた上で、本報告書で提案する墜落防止工法及び関連器具を

使用して、屋根上での作業を安全に実施することにより、墜落・転落災害の防止に資することを期待する。

本報告書が、復旧・復興工事を担う建設業者のみならず高所作業に携わる作業者の方々にとって、安全

対策の一助となれば幸いである。
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2.適正な保護具と装着時のポイント

(1)保護帽

作業環境・作業条件にあった種類の保護帽を使用することが必要

である。

解体や補修工事における高所作業 (2皿 以上)では、飛来・落

下物用と墜落日寺保護用を兼ねた兼用型を使用しなければならな

い。(保護帽の検定合格ラベノレをしっかりと確認する必要がある。)

保護帽はあご紐をしっかりと締め、作業中にぐらつきがないよ

うにする。

作業靴 脅す
Xアミダかぶり M アゴヒそしめず

(2)安全帯

安全帯とは作業者の墜溶・転落を阻止するための器具のことである。

労働安全術生法では、高さが 2m以上での高所作業では安全帯の使用を義務付けている。安全帯の

種類としては、 I1同ベノレト型安全幣とハーネス型安全帯の二種類がある。その選定・使用に際しては、

「安全帯の規格適合品jのラベルが表示されていることを確認する必要がある。特に墜落災害の危険

性が高い作業や墜事喜時に労働者の救出に時間を要する場所での作業においては、原則として、体に加

わる衝撃荷重を分散できるハーネス型安全帯を使用することが必要である。胴ベノレト型安全裕を使用

する場合は、パックノレを正しく通し、原則、腰'i~'の位置にしっかりと締め付けなければならない。

ι 

、、、、、 腰骨

胴ベノレト型安全帯の装着位置

(3)作業靴

正しい位置

パックノレの通し方

高所作業用の作業靴は、両t滑性(すべりにくさ)と屈曲性に優れたものを使用する。

耐j骨位

勾配を有する屋根上等からの墜落 ・転落災害を防止するためには、耐滑性の高

い靴を選定することが重要である。特に、雨の日や洗浄作業を行うときは、長

靴を履くことが多くなるが、長靴の中には耐滑性に劣るものが多いため注意が

必要である。作業靴・長靴の選定に際しては、安全靴を扱う販売業者に耐滑性

を確認した上で購入することが望ましい。

屈曲性

屋根上等の作業では、屈んだり、 中腰になることが多いため、屈曲性の高い靴

を選定する必要がある。屈曲性の小さい靴で高所作業を行った場合、無理な姿

勢や動作が余儀なくされ、思わぬ蹟きや転倒の原因となる。

- 2 -
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:を、身体に装着したベル

iするロープ(ランヤード

7ぐための保護具。

ンヤードの長さや安全帯

呈を計画的に設定するこ

3ぐことも可能となる。

安全帯は、傾斜姿勢によ

おける姿勢保持に用いる

ない。

胴ベルト型安全帯

墜落阻止時の衝撃

荷重を腰のベルト

で受け止める形式

の安全帯。

安全帯のロープ(又

はストラップ)の先

端についていて、丈

夫な構造物などに

接続するための金

具。

安全帯のフックと

同じ目的で使われ

る環状の専用金具。

親綱を構造物等に

取り付ける場合に

も利用できる。

続綱文は子綱と安全帯とを接続し、両者の位

置関係を調整するための器具。

伸縮調節器

ランヤード(ロー

プ)を使う長さを調

節する器具。

子綱に取り付け、屋

根の広さに応じ、子

綱の長さを手動で

調節するために使

用する。

スライド

垂直親綱に取り付

け、安全帯のD環と

接続する器具。

作業者の動きに伴

って、垂直親綱に沿

って上下動する。

八
V

ゆ
八
V

形状例 形状例

色 申 ~ Jr丸~I 歯車~ 11 11 I 11 11 / 場耐

/づ之ご¥¥

o 

ワイヤーロープ又

はストラップを自

動的に巻き取る機

能を持ち、作業者が

墜落したとき、自動

ロック装置により

地上面等への衝突

を防止する墜落阻

止器具。

墜落を防ぐため、

器(文は安全帯)

水平親綱

親綱として水耳

設置したロープ。

通常、緊張器に c

て張カをかけた

平親綱と子綱 t

併用し、子綱lこH

付けた安全器 f~

って安全帯とお

するo

監i長聾
¥ 

も



r物の解体や改修工事や除染作業、ソーラーパネルの設置作業等、短期照で終了し震根の先に手すりや足場を設置するより安全面において合理的であると考えられる場合に過J1

HR闘を作業床としてみなすには不適切な場合には、屋根用足場等の設震を推奨するものである(平成 18年2月 10日付け主主発第 0210001号[r足場先行工法に関するガイド、
}し、ては、事前に設置方法、取扱方法(操作方法)については取扱説明書を熟言売するとともに、製造業者からの説明を受けることが望ましい。

D組合せヱ法 4.4 地よからの親縞設置先桁4.2 水平毅綱と子綱(安全ブロック)の組合せ工法 I4.3 親鋼と安全ブロックの組合せ工法

宜主義 A¥i 

担
肱
〔

賀
民
眠
拙

f盟主主主と金

fzk 

一
叫
が
「
引
い
れ

)総み合わせにより、軒先

ーする。

細部分のうち、屋根市主主

主主i豆盤である。
側部分又は屋根けらば付

場合i士、)lIJ途安全対策が

iな構造物等に連結し、他
て安全構と連結する。

、設震は容易であるが、

主ι二塁降時の安全対策
i皇室がある。

<概要>

・棟に支柱を取り付け、支柱聞に水王手続綱を設置

し、墜落を防止する。

く作業範間>

・子織の適切な使用又は安全ブロックの使用によ

り、屋根全面の作業が可能である。

く設置方法等>

・設震は比較的容易であるが、設置時におけるは

しご昇降時の安全対策等を適切に行う必要が

ある。

-水平親縞ロープの径や張力等により、労働者の

滑落距離・軒先からの落下距離に遠いがでるた

め、作業を行う屋殺菌の大きさや軒先高さを踏

まえた施工計画を策定する必要がある。

く概要>

・フック金具(軒先に号i掛ける金具)を使用して、続
ロープを十字状に設置する。

<作業範題>

・屋根全面の作業が可能になる。

く設霞方法等>

・構成部材は多いが、設置は比較的容易である。ただ

し、設置特におけるはしご昇降時の安全対策等を適

t;m三丘三必皇室がある。
-安全ブロック(ストラップ式の墜落防止器具)を使

用しているため、作業者の移動に応じてストラップ

が繰り出し・巻取りできるので作業の効率が高い。

く概要害>

・墾盟主地上から設援できるr

点Lから作業終了時まで、 J

ゑιー
・ウェイトパケット又はフツゴ

を使用して、親ロープを十ご

く作業範囲>

. Jj塁線全頭の作業が可能にな F

<設霞方法等>

・構成部材は多いが、設置はl
を地上から設置するため、 j
し、

・安全ブロック(ストラップ

ているため、作業者の移動i

し・券取りできるので企業!



4.1 親綱と安全器の組合せ工法

(1)はじめに

この工法は、親綱と安全器との組み合わせにより、軒先等からの墜溶を防止するものであるロ

設置が容易である反面、次のような注意が必要である。

①設置及び作業上の注意事項を熟知した上で作業計画を立てること。

②伸縮調整器の使用方向を間違えると墜落防止の機能を果たさないため、特にこの点を十分に熟知

させた上で労働者に使用させること。

③この工法による作業可能な範聞は限定されるため、作業可能な範囲を超えないことが必須である。

また、作業場所ごとに親綱の設置位置を変更する必要がある。

(2)機材の構成及び仕様

ナ
ぱ
」白フ品川日

品~名

親綱 -親綱用ロープ(カラビナ・伸縮調節器付) 1本

安全帯 -胴ベルト型安全帯の胴ベルト(注 1) 1個

(機材概要)

・安全器(伸縮調整器)付きの親織を利用して、軒先からの墜落を防止する0

・親綱端部にはカラビナを取り付けて、堅固な構造物・樹木等に固定する。

-伸縮調整器は腰ベルトと連結して使用する。

(注→1)安全帯については、 p.28を参照してください。

5 ~ 



(3 )設置方法

ど色設置前には、各部に異常がないことを確認してください。

設震方法 l 

①展根に上がる。

移動梯子を用い、屋根に上がる。

(移動梯子の設置については、(5 移動梯子での昇降

方法についてP.26~27)に記載のポイントを参照く

ださし、。)

②親綱の設置

屋根上を棟付近まで移動し、反対根IJの軒先に親綱先

端(カラビナ)を落とし込む。

血注意親綱を軒先に落とし込む場合、姿勢を低く

する等、十分に注意して行ってください。

③親綱のi溜定
親綱先端を構造物等に連結する。

構造物は墜悶なもの(がっちりして動かないもの)

を選ぶ。

〈色殺意親綱の固定は固定位置の滑りを紡けるた

め、二重巻きにしてください。

④安全帯と連結

親綱に取り付けてある伸縮調節器に安全帯のブック

を連結する。(連結の前には必ず毅綱を手で引張り、

構造物との連結を確認する。)

血注意 カラピナ取付側の震根は作業を行うことは

できない。全面の作業は対称となるように

もう 1本親綱を設鼓する。

- 6 -
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(4)注意事項

[作業範囲1
・作業範臨は片屋根 (0印)のみです。×印の位置では、親鋼の固定点が逆になるため、

墜落 E 滑落限止はできません。

O 
斜線部

~ 0 

屋根上の作業範囲

[画定方法]

・親綱は堅固な構造物等に連結してください。

基本親綱の設置例

①自動車や 75kg以上の重量物(自動車をアンカーとする場合、 誤って動かさないようキーを抜くなどの措置

をする)に接続する。

親綱の連絡方法

-7-



基本親綱の設置伊j

②立木、電柱などに接続する。

親織の連結方法

③隣接する家屋、又は作業対象の家庭に接続する。

毅綱の連結方法

圃使用前に、親綱を手で引張り、続編の盟定を確認してください。また、伸縮鵠節器!こ

体を積iナ、滑りのないことを確認してください。

伸縮調節器

務

子綱

8ー



(5)点検方法

安全に使用するため、始業前に必ず下表の項目について点検してください。

点検で廃棄基準に該当する場合は、使用せずに新品に取り替えてください。

部品名 点検項目 廃棄基準

-損傷の有無
-ロープヤーンが7本以上切断しているも

の。 医~ミヨ

-摩耗の有無 -著しく摩耗しているもの。

-型崩れの有無
-型崩れ(振れてコブ状)が発生している

もの。

親網

-さつま編みに緩みの発生 認鵠/〆竺ポ主ぞ義岬制
-さつま編みの緩みや抜け しているものや抜けて

いるもの。

-薬品・塗料の付着
-薬品が付着したものや、塗料が付着して

硬化したもの。 清志法草苅

-シンプルに変形があるものや脱落してい
-シンブ〉レの変形等 るもの。 時城主

-伸縮機能が困難なもの。

-伸縮機能の良否
-ばねが破損しているものや脱落している

もの。

-作動の悪いもの。

-ばねの折損の有無 -折損または脱落して把持できないもの。

-押爪の摩滅の有無
-押爪先端の凹凸が1/2以上減っている
もの。

伸縮調節器
-錆の有無 -全体に錆が発生しているもの。

-変形の有無 -目視で判断できる変形があるものo

-傷の有無
-深さ 1皿以上の傷があるもの。微細な亀
裂があるもの。

-リベットの頭部やカシメ部が摩滅してい

-リベットの摩滅やガタツキ るもの (1/2程度)
-リベットにガタツキがあるもの。

-9-



水平親綱と子綱(安全ブロック〕の組合せ工法4.2 

(1)はじめに

この工法は、棟に支柱を取付け、支柱間に水王手続綱を設霞し、子綱(安全ブロック)を用いることで

墜落を防止するものである。当該設備の設置後は、屋根函の広範囲で作業が可能になる。

設置が容易である反面、次のような注意が必要である。

①設置及び作業上の注主主事項を熟知した上で作業計闘を立てること。

②水平親綱ロープの径の大きさや設置時の張力の大きさに応じて、落下距離が大きくなることがある

ため、この点に留意して設霞する必要がある。

( 2)機材の構成及び仕様

子綱親綱

支柱

品名 仕 様 数量

続綱
-ァトロンロープ

1本
-ブック・緊張器付

子調理又l土 子綱
-ナイロンロープ

いずれか
-フック・伸縮務節器{寸

安全ブロック
安全ブロック -ァンヤード(長さ 4mまたは6m)

1本(個)

支柱 棟木取付用 2本

安全帯 胸ベノレト型安全帯又は、ハーネス型安全帯(注 2) 1本

安全ブロック

(機材概要)

・棟に支柱を取付け、支柱間に水平親綱を設置し、墜落を防止する 0

.水平親綱を介して子織を設ける。

・子繍を介し安全器(又は安全帯)を取り付ける。

(注-2)安全帯については、 p.28を参照してください。

ハU1
 



( 3)設置方法

企設置前には、各部に異常がないことを確認してください。

設置方法

※器具の設置は親編を設置し、安全対策を行ってくだ

さい。

①事前準備(解体作業の場合)

棟に水平親綱用の支柱(金具)を取り付ける。

②水平親綱の設置

支柱(金具)に水平親綱のフックを取り付ける。

③水平親綱の緊張

緊張器取付側のロープを手で引き、水平親綱に大き

な弛みがないように緊張する。

④子綱の連結

水平親綱に子綱のフックを連結する。

1
1
 

司

I



設置方法

⑤安全帯の連結

ハーネス型安全輔の場合

子綱に取り付けられている伸縮調節器(環付き仕様)に

安全帯のフックを連絡する。

絹ベルト型安全帯と安全ブロックの場合

安全ブロックのフック(カラビナ)を安全帯のD環に接続

する。安会第のフックと安全ブロックのフックをかけては

いけない。

胴ベルト裂安全帯の場合

子織に取り付けられていIる伸縮調節器に安全帯のD環

を連絡する。

12 -

図解等

(ノ¥ーネス型安全帯の場合)

(胴ベノレト型安全帯と安全ブロックの場合)

α同ベノレト裂安全帯の場合)



(4 )注意事項

園水平親綱は弛みがないように緊張してください。

緊張力が不足すると、墜落・滑落の阻止する距離が長くなり、下部の構造物に激突す

る危険性があります。

-水平親綱は1スパン1名としてください。

複数で使用された場合、友引き現象(同じ親綱に安全帯を連結している作業者を巻き

込む現象)を引き起こす危険性があります。

調子綱の伸縮調節器の機能を確認してください。

伸縮調節器に安全帯のD環を連結した後、体重を預け、滑りのないことを確恕してく

ださい。

- 13 -
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(5)点検方法

安全に使用するため、始業前に必ず下表の項目について点検してください。

点検で廃棄基準に該当する場合は、使用せずに新品に取り替えてください。

部品 名 点検 項 目 廃棄基準

-損傷の有無
-ロープヤーンが7本以上切断しているも

のoEミ&ョ
-摩耗の有無 -著しく摩耗しているもの。

-型崩れの有無
-型崩れ(振れてコプ状)が発生している

もの。

親綱・ 子綱 -さつま編みに緩みの発生し 』ぶV主在究、・4宇望!1:治一-~ 
-さつま編みの緩みや抜け ているものや抜けている

もの。

-薬品 塗料の付着
-薬品が付若したものや、塗料が付着して

硬化したもの。 国圏全額珂

-シンブーノレに変形があるものや脱落してい
-シンプノレの変形等 るもの。

時窓@

-伸縮機能が困難なもの。

-伸縮機能の良否
-ばねが破損しているものや脱落している

もの。

-作動の惑いもの。

-ばねの折損の有無 -折損または脱溶して把持できないもの。

-抑爪の摩滅の有無
-抑爪先端の凹凸が1/2以上減っている

もの。

緊張器
-錆の有無 -全体に錆が発生しているもの。

-変形の有無 -目視で判断できる変形があるもの。

-傷の有無
-深さ lmm以上の傷があるもの。微細な'ffi.
裂があるもの。

-リベッ トの頭部やカシメ部が摩滅してい

-リベyトの摩滅やガタツキ るもの (1/2程度)。

-リベッ トにガタツキがあるもの。

-安全装置や外れ止め装躍が確実に作動し

-機能の異状の有無 ないもの。

-ばねが損傷したものや、 脱落したもの。

-変形の有無 -目視で判断できる変形があるもの。

-傷の有無
深さ 1皿以上の傷があるもの。微細な亀

フック
裂があるもの。

-錆の有無 -全体的に錆が発生しているもの。

(カフピナ)
-白錆(腐食)が発生しているもの。

-腐食の有無

-リベッ トの頭部やカシメ部が摩滅してい

-リベッ トの摩滅やガタツキ るもの (1/2程度)。

. !! ッ̂ トにガタツキがあるもの。

A
-Z
 

1
A
 



部品名 点検項目 廃棄基準

-ロック機能の良否 -ロック機能が正常に働かないもの。

-ベルトの巻き込み繰り出し -スムーズにベルトが巻き込み・繰り出し

の良否 しないもの。

-本体の割れや変形
-本体に3皿以上の割れがあるものや目視
で判断できる変形があるもの。

-ベルトの損傷の有無
-損傷・焼損・擦り切れなどで芯材が露出

安全ブロック しているもの。

-ベルトの薬品や塗料の付着 -薬品が付着したものや、塗料が付着して

の有無 硬化しているもの。

-全長にわたり、振れたり変形し波打って

-ベルトの変形の有無

護審翠ミ暴
-縫製糸の切断の有無 -縫製糸が 1か所以上切断しているもの。

w
h
u
 

唱
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自

4.3 親綱と安全ブロックの組合せ工法

(1)はじめに

この工法は、フック金具(軒先に引掛ける金具)、伸縮調整器付き親ロープ、安全プロック(ストラ

ップ式墜落防止器具)を使用する工法である。設置が容易である反面、次のような注意が必要である。

①設置及び作業上の注意事項を熟知した上で作業計画を立てること。

②フック金具(軒先に引掛ける金具)を使用して、親ロープを十字状に設置すれば、屋根全面の作業

が可能になる。(軒先けらばからの墜落も阻止できる。)当該設備を設置後は、屋根面の広範囲で作

業が可能である。

( 2)機材の構成及び仕様

づごぞ
※作業者2名の場合は安全プロック 2組必要。

ロロ口 名 仕 様 等 数法

フック金具 -関口寸法350凹 (操作棒付) 2本

親ロープ
-ナイロンロープ

2本
-カラビナ、伸縮調節器付

安全プロック -ランヤード幅18皿×長さ 5.7m 1個

=穴環 -高さ 58皿×幅 124皿×厚み6.0皿
、

1個

収納袋 -縦320凹×横240皿×深さ 80皿 2個

(注目 -胴ベノレト型安全帯又は、ハーネス型安全帯 1本
安全帯

(機材概要)

・フック金具(軒先に引掛ける金具)と伸縮調整器付き親ロープを使用して、

屋根中央部で縦横十字に設置する。

-親綱を介して安全ブロック(ストラップ式の墜落防止器具)を取り付ける。

(注-3)安全帯の仕様については、 p.28を参照してください。

po 
唱
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( 3)設置方法

設置方法 図解等

①事前準備

フック金具に親ロープを連結する。

③ ック金具の仮設置(梯子設置側)

軒先に、フック金具の操作棒を伸ばし、操作棒を持

ってフック金具を軒先に掛ける。

フック金具が外れないように親ロープを軽く引き

ながら棟まで移動する。棟近くで、その親ロープの

伸縮調節器に三穴環を連結し、屋根の上に仮置きを

する。(親ロープに弛みが無いようにしておく。)

[ポイント1
・フック金具の設置位置は、出来る限り軒先の中央

に取り付けて下さい。 I三穴手
・フック金具は樋受け部分を避けて取り付けてくだ

さい0

・フック金具は軒先に対して直角になるように取り

イ寸けてください。

A注意 フック金具を取り付ける時は、腰をしっか
り落とすなど安定した姿勢で行ってくだ

さい。(墜落の危険性を少なくするため。)

③もう一方のフック金具の仮設置(裏側の軒先)

軒先まで行き、フック金具の操作棒を伸ばし、操作

棒を持ってフック金具を軒先に掛ける。

フック金具が外れないように親ロープを軽く引きな

がら三穴環の位置まで移動し、続ロープと三穴環を

連結するo

[ポイント1

・フック金具は軒先に対して直角になるように取り

付けてください。

・手前の軒先に取り付けたフック金具と棟に対して

対象な位置にファク金具を取り付けてください。

(2つのフック金具と 2つの親ロープが一直線
になるように配置してください。)

・ブック金具は樋受け部分を避けて取り付けてくだ

さい。

-両方の親ロープの伸縮調節器の安全装置が上向き

になるように設置してください。

血注意:軒先には必要以上に近づかないで下さいD

(墜落の危険性を少なくするため。)

伸縮識節器

伸縮調節器

月

t11
 



設霞方法 図解等

④親ロープの調整
親口ブ

2本の親ロープに、伸縮調節器iとより、緩みがない

ように張力を加える。

A注意 張力を加えすぎて屋根等に損傷・傷等が生
じないように注意してください。 親ロープ

⑤安全ブロックの取り付け

二穴環の両サイドの穴に安全ブロックのカラピナを
安全ブロック

連結する。

(どちらか方の穴、 2人作業の場合は両サイドの穴

に、 1伺ずつ連結する。)

血注意カラビ7が確実に士穴環に連結されている

ことを確認してください。(カラピナの安
ジヴ

全装置が閉まっているか。)

⑥安全プロック反吏周

コ穴環に取り付けた安全ブロックのフックを安全帯

のD環に連結して使用する。

ど色注意 けらば方向に墜落されるとフック金具が外

れ繋務阻止できない場合があります。けら

ば側lこは近づかないでください。

参考安全ブロックはベルトの引き出す速度が遅

いとロックしません。屋根上で転んだ師寺点

ではロックしない場合がありますが、軒先

から墜落した特にロックし墜落阻止しま

す。

~ 18 ~ 



(4)注意事項

A 危険:重大な事故につながる危険性がありますので、次の事項は厳守してください。

・けらぱ側には近づかないでください。

¥金
E器材の配置は必ず正しい記置を行って、使用してください。

.伸縮調節器が正常に作動しないものは使用しないでください。

掴しっかりとした屋根に取り付けてください。

A警告:ご使用にあたって、次の事項を厳守してください。

・親ロープに損傷や型くずれのあるものは使用しないでください。

雲塁塁皇室
型くすれ

&注意:安全にお使いいただくため、次の事項は守ってください。

・丁寧に扱ってください。

・伸縮鵠節器を設置する場合は、伸縮調節器の安全装置が上になるようにしてください。

-伸縮調節器削フック金異等の金属系のものを屋根にぶつけないでください。

.安全ブロックに体重を掛けて作業をしないでください。

-フック金具に亀裂や変形のあるものは使用しないでください。

- 19ー



(5 )点検方法

安全に使用するため、始業前に必ず下表の項目について点検してください。

点検で廃棄基準に該当する場合は、使用せずに新品lこ取り替えてください。

部品名 点検項目 廃棄基準

-損傷の有無
-ロープヤーンが7本以上切断しているも

の。長送主主ヨ

-摩耗の有無 -著しく摩耗しているもの。

-型崩れの有無
-主主崩れ(摂れてコブ状)が発生している

ものo

親ロープ -さつま編みに緩みの発生しているものや
-さつま編みの緩みや抜け

抜けているもの。

-薬品・塗料の付着
-薬品が付着したものや、塗料が付着して

硬化したものotヲ考《手SQ
-シンブ、/レに変形があるものや脱溶してい

-シンブ、ルの変形等 るもの。 tS澄三33
-伸縮機能が閑難なもの。

-伸縮機能の良谷
-ばねが破損しているものや1m落している

もの。

伸縮調節認
-作動の悪いもの。

-ばねの折損の有無 -折損または脱溶して把持できないもの。

-押爪の摩滅の有無
-押爪先端の剖凸が 1/2以上減っている
もの。

-錆の有無 ー全体に録が発生しているもの。

伸縮調節器 -変形の有無 -目視で判断できる変形があるもの。

フック金具
. {第の有無

-深さ 1皿以上の傷があるもの。微細な亀

カラピ、す一 裂があるもの。

コっ穴潔
-リベットの頭部やカシメ部が摩滅してい

-リベットの摩滅やガタツキ るもの(1/2程度)。
-リベットにガタツキがあるもの。

-ロック機能の良否 -ロック機能が正常に働かないもの。

-ベルトの巻き込み繰り出し -スムーズにベルトが巻き込み・繰り出し

の良否 しないもの。

-本体の割れや変形
-本体に3阻以上の割れがあるものや目視
で判断できる変形があるもの。

-ベルトの損傷の有無
-損傷・焼損・擦り切れなどで芯材が露出

安全フロック しているもの。

-ベルトの薬品や主主料の付着 -薬品が付着したものや、塗料が付着して

の有無 硬化しているもの。

圃全長にわたり、振れたり変形し波打って

-ベルトの変形の有無

護忍草ミ暴
-縫製糸の切断の有無 -縫製糸が1か所以上切断しているもの。
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4.4 地上からの親綱設置先行工法

(1)はじめに

この工法は、ウェイトパケット又はブック金具(軒先に引掛ける金具)を使用して、親ロープをナ字

状に設置し、安全ブロック(ストラップ式墜落防止器具)を使用する工法である。親綱を地上から設置

できる特徴を有し、作業開始前(梯子昇降前)から作業終了時まで、作業者の墜落阻止が期待できる。

親ロープを十字状に設置すれば、屋根全面の作業が可能になる(軒先・けらばからの墜落も阻止でき

る)。

( 2)機材の構成及び仕様

器材名 仕様 数量

① 操作棒 最大伸長さ 12m， 15m， F R P製 1 

② 操作棒収納袋 1 

③ パイロットフイン 長さ:30m (ガイドボール付) 1 

④ ウェイトパケット 容量 25ι 1 2 

⑤ ウェイトパケット収納袋 パケットを最大6個収納可能 2 

⑥ 垂直親綱 長さ φ12皿 X30m(カラピナ付) 1 

⑦ 8字環 適用栽綱径:中12皿 3 

③ カフピナ アルミ製(型番:FS'21.KSl) 3 

⑨ リング 適用親綱径:申12皿 1 

⑬ 安全ブロック ベルト長さ:約 5.6m 1 

⑪ ロリップ 適用親綱径:中12皿 1 

⑫ 保護ノ〈ッド(小) 寸法.縦550皿 X横 100阻 5 

⑬ 水平ウェイトパケット用ロ プ 長さ.ゅ 12皿 X20m(カフピナ付) 2 

⑧ 安全帯(注 4) 胴ベルト型安全帯又は、ハネス型安全帯 1 

(機材概要)

・親綱を地上から設置できるので、梯子を昇る時点(作業開始)から作業終了時まで作業者の墜務

阻止が可能となる。

-ウェイトパケットの代替仕様として、親ロープの固定にフック金具(軒先に51掛ける金具)を用
いる。

(注 3)安全帯については、 p.28を参照してください。
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( 3)設霞方法(基本)

垂直親綱の設置方法

①操作棒にパイロットラインを通し、ラインの先端に

ガイドボーノレを接続する。

②操作棒を伸長し、パイロットラインを延線する。

③屋根の反対側で満水にしたウェイトパケットのベ

ノレトに垂直毅綱のカラピナを連結する。王監直親綱の

先持品側とパイロットラインをビニールテープ等で

連結し、パイロットラインを回収する。

※墜闘な構造物がある場合は、その機造物に垂直毅綱

ぞと閤定してください。

④屋根の手前側で余分な親綱を回収し、宣主i貰親綱に8

字環とカラピナを取り付け、ウェイトパケットのベ

ノレトに連結する。

※堅関な構造物がある場合は、その構造物に黍夜貌締

を閤定してください。

⑤ハーネスを着用し、君主蘭:是見綱にロリップを取付け

る。昇降時はロリップの本体が常に肩より上の位置

にくるよう引き上げながら梯子を昇る。

⑥棟部付近の垂直親綱にリングを取り付け、安全ブロ

ックを取り付ける。

⑤全ブロックのベノレトを素早く引っ張り、ベルトの

繰り出しが口ックすることを確認し、安全ブロッ

クのブックをハーネスのD環に連結する。連結

後、ロリップのフックを外す。
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(4 )注意事項

&警告.ご使用にあたって、次の事項l描守してくださいn

・以下の条件を満たさない場所では使用しないで

ください。条件を満たさない場合、墜落防止詩

に地面に衝突する危検性があります。

①軒先高さが4m以下の建物。

②地上から安全ブロックの取付位置まで述べ長さが
8m以下の建物。 日

αコ
百
宍才

安全プロック

取付位置

図1.設置に必要な高さについて

司アンカー固定は、堅固な構造物に固定してください。

E ウエイトパケットを設置する場合は、規定の水量を注水ください。

皿フックを設置する場合は、しっかりとした屋根に取り付けてください0

・1本の親綱で、 2人以上同時に昇降凶作業をしないでください。

ど色注意:安全にお使いいただくため、次の事項を守ってください。

・樋の大きさ、屋根Eの材質によっては、付属のガイドボールでは延線作業がスムーズ
にできない場合があります。

・ウエイトパケットの設置場所は平らな場所に設置してください。設置後は定期的にウ

ェイマトパケットの水量を確認してください。
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(5 )点検方法

安全に使用するため、始業前に必ず下記の項目について点検してください。

点検で廃棄基準に該当する場合は、使用せずに新品に取り替えてください。

部 品名 点検項目 廃棄基準

-本体の寄lれの有無 -自lれが発生しているもの。
操作棒

-伸縮機能の良否 -伸縮ができないもの。

ノ〈イロットライン -ラインの変形・損傷の有無

-王監直親綱への取付の良否
-ばねの損傷等によりま丘陵親綱に取り付

けできないもの。

-作動が不完全なもの。(安余装置・ロ

-変形・損傷の有無 ック装置が完全に湖まらないもの)

-目視で判断できる変形があるもの。

-ブックを持ち上げて、自由落下させ、

停止するまでの距離が 30 CIll以上に

なったもの。

Lコ初期依隊
羽田以上

-停止機能の確認(ロリップ) 新 停止位償

ロリップ

伸縮調節器 ~ i 

-ブックを下方へ引いた時、停止しない

もの。

-ばねの損傷の有無 -折損又は脱落して犯持できないもの。

. 1甲爪の摩耗の有無
-押爪先端の凹凸が 1/2以上減ってい
るもの。

-錆の有無 -全体に錆が発生しているもの。

-傷の有無
-深さ 1剛以上の傷があるもの。微細な
亀裂があるもの。

-リベットの頭部やカシメ部が摩滅して

-リベットの摩滅やガタツキ いるもの (1/2程度)。
-リベットにガタツキがあるもの。
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部品名 点検項目 廃棄基準

-ロック機能の良否

.ベルトの巻き

の

-ロック機能が正常に働かないもの。

し|・スムーズにベルトが巻き込み・ー

ししないもの0

・本体に3阻以上の割れがあるものや目

視で判断できる変形があるもの。
-本体の割れや変形

安全ブロック

-ベルトの損傷の有無

.ベルトの薬品や塗$

の

ぞ〉

-ベルトの変形の有無 ているもの。

-縫製糸の切断の有無

-機能の異状の有無

選糸が 1か所以上切断している

の。

-安全装置や外れ止め装置が確実に作動

しないもの。

• fまねが損傷したものや、脱落したもの。B学環

リング |・傷の有無

-鋳の有無
カラピナ

-全体的に錆が発生しているもの。

-白錆(腐食)が発生しているもの。

フック ・リベットの頭部やカシメ部が摩滅して
-リベットの摩滅やガタツキ | いるもの (1/2程度)。

-リベットにガタツキがあるもの。

-損傷の有無

-摩耗の有無

・型崩れの有無

ロープ類

-さつま編みの緩みや抜け

-シンプルの変形等
して

-薬品・塗料の付着

5
 

0
4
 



5.移動梯子での昇降方法について

震根上での作業には、移動梯子は必須の用具である。移動梯子l土、家庭や職場に多くある身近な

用具だが正しく使用しないと大きな災害に繋がる危険性がある。移動梯子の正しい使い方(ポイン

ト)と、移動梯子からの墜落防止対策について説明する。

1 移動梯子使用方法のポイント

①梯子は補助者が支えること。

②設震場所は安定した水平な場所とすること。(泥るんだ場所は避ける)

③変形した梯子は使用しないこと。

④梯子の立て掛け角度は約75度にすること。

⑤梯子の先端の突き出し長さは屋被軒先より 60c m以上とすること。

2 移動梯子に墜落防止対策(例)

梯子に安全ブ、ロック(ストラップ式の墜落防止器具)を取り付ける方法について説明する。

説 明

1 梯子の先端部に台付けベノレト

を取り付ける。

2 台付けベルトに安全ブロック

を接続する。

(安全ブロック lこは繰り出し
用の紐を取り付けておく。)

取付方法
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説 明

3.梯子を伸長させ繰り出し用の

紐を引き寄せる。(梯子の先端

は軒先の位置から 60cm以上

突き出すこと。)

4.安全ブロックのフックを作業

者の安全帯に連結し、梯子を

昇る。

[ーが閤定でき一
吋吋を岡町まで]
の間は、他の作業者が梯子下部

を支えること。

梯子の下部に重りを吊り下げ

る方法も効果がある。
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き寄せロープ

フッヲを引き寄せている状態

台付けロープ

梯子の昇降状態



6.援潜防止用対策に推奨できる安全帯等

安全帯には、ハーネス型安全帯と胴ベルト型安全帯があります。

ハーネス型安全帯は、墜落阻止時の衝撃荷重が身体各部に分散されますロ

胴ベノレト君主安全帯は、シンプ、ルで装着が容易です。

ノ¥ーネス型安全帯

導耕

綱ベルト型安全帯の胴ベルト(例)
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